
寄付のお礼
　佐渡金銀山世界遺産登録推進県民
会議会員である新潟縣信用組合から、
「佐渡世界遺産応援定期預金」の一部
を佐渡市世界遺産推進基金へご寄付
いただきました。
　ありがとうございました。

お問い合わせ
　市役所産業観光部世界遺産推進課
　登録推進係　☎６３―５１３６

第１回世界発見・佐渡再発見講座
を開催します
　第１回目は、「私の日本語マスター
法」と題して、市国際交流員の寧

ねい

顕
けん

剛
ごう

さんが、日本語の魅力に加えて、勉強
方法や中国の文化について講演しま
す。ぜひ、この機会にご参加くださ
い。
日時　６月24日 ( 土 )　午後７時～９時
会場　ＰＲＩＭＯＳＡＤＯ
　　　コミュニティホール
　　　（東大通　ホンダカーズ佐渡内）
参加費　５００円(高校生以下無料)
お問い合わせ
　ＤＳＩボランティア通訳佐渡
　事務局　☎５２―２２６５

　今年最初の夏日となった４月16日（日）、東京都千代田区の
スクワール麹町で、第10回首都圏新穂会総会・懇親会が開催さ
れ、約90人の方が参加しました。
　須田会長の開会のあいさつと事業報告の後、平成20年４月

の設立以来10年に渡り首都圏新穂会を
支援してこられた、東京新潟県人会館理
事長の川村敏夫さん、首都圏佐渡連合会
前会長の摩尼義晴さん、元事務局長の逸
見正平さんへ感謝状が贈呈されました。
　佐渡市長代理の磯部財政課長のあい

さつでは、本年を『佐渡市再生のチャレンジ元年』と位置付けた
施策と、佐渡金銀山世界遺産登録に向けた取り組み等が報告
されました。また、摩尼義晴さんの乾杯のあいさつでは、すべて
の旧市町村の郷土会が首都圏佐渡連合会へ加入するまでの活
動経緯が紹介されました。
　懇親会では、新穂中学校卒業年度毎に座席が割り振られ、年
代共通の情報交換がなされ、話に花が咲いたようです。アトラク
ションに入ると、若波会・朱鷺おけさ会の皆さまによる「佐渡お
けさ」に続き、「新穂音頭」が演舞されました。首都圏会合ではお
披露目の機会が少ない、優雅な踊りに参加者の関心が集まり、
最後に万歳三唱にて来年４月の再会を約束し、閉会しました。

　　　　　　　（文責　佐渡市東京事務所　榎谷端夫）
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感謝状を受け取る
川村敏夫さん
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